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全医労「秋の母性保護月間」資料
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人生の生理の周期は誰にもあります。その世代の中でもホルモンのバランスは一定ではありません。体調管理は個人個人が自分を知ることから始まります。

女性の一生を見据えての

ライフ・ワーク・バランス
若い頃から自分自身を大事にする人であって欲しい。

自分を大事にする人は他人にもやさしくなれます。その世代世代にあった生き様を作っていくことが大切です。

①就職(18歳～22歳)


生理が始まって6年～9年で順調に。


②新人時代(就職１～２年目)


交替制勤務が入って、体調管理が難しい時代。生理が不順になる人も。


③プリセプター時代(就職3～5年目)


指導に気を遣い、自分の仕事も責任が重くなる時代。ストレスも重く。生理痛が強くなる人も。


④中堅時代(就職6～10年目)


そろそろ結婚。出産・育児の話も多くなる頃。不妊で悩む人も。


⑤子育て時代(就職11～20年目)


家庭を持って、育児・家庭生活両立でばたばたと。仕事はさらに重く、脂も乗り切っている頃。


⑥中高年への道(就職22年以降)


交替制夜勤もルーチン業務も何でもＯＫ。


ただ、若いときのように寝ても疲れが取れない。生理はそろそろ終わりかな。のぼせ・イライラも時にはある。





働き続けられる職場づくりには、自分達の体調管理が大切です。


若い世代は若い世代なりの知識が必要です。若いときの無理は必ず大きな荷物として残されます。また、子育て中のイライラは子どもにとっても大きな負担です。定年延長しようとしている今、最後の日まで働き続けることができるでしょうか。母性保護月間の時期に学習会を開いて、みんなで疑問などを出し合い、働き続けるための健康な身体作り、心作りをしていきましょう。








